
委員一覧（20名）

秋野 公造（公明） 柘植 芳文（自民） 大野 元裕（民主）委員長

古賀 友一郎（自民） 長峯 誠（自民） 那谷屋 正義（民主）理 事

松下 新平（自民） 羽生田 俊（自民） 水岡 俊一（民主）理 事

野田 国義（民主） 馬場 成志（自民） 薬師寺みちよ（みん）理 事

山本 博司（公明） 舞立 昇治（自民） 東 徹（維新）理 事

磯 仁彦（自民） 吉川 ゆうみ（自民） 仁比 聡平（共産）
（26.9.29 現在）高野 光二郎（自民） 大島 九州男（民主）

（１）審議概観

第187回国会において本特別委員会に付

、 、託された法律案は 内閣提出１件であり

これを可決した。

また、本特別委員会付託の請願１種類

１件は、衆議院解散のため、審査未了と

なった。

〔法律案の審査〕

災害対策基本法の一部を災害対策

は、同法案の提出の経緯改正する法律案

と内容及び国民への周知、放置車両対策

に必要な人員及び資機材の確保、車両の

移動等を行う際の損失補償の在り方等に

ついて質疑が行われ、全会一致をもって

。 、 。可決された なお 附帯決議が付された

〔国政調査〕

第186回国会閉会後の 、平成26８月28日

年梅雨期からの大雨等による被害状況及

びその対応について、古屋内閣府特命担

当大臣（防災担当大臣）から報告を聴取

した。また、質疑を行い、広島市の土砂

災害を踏まえた土砂災害防止法の改正の

必要性、自治体における防災の専門家の

育成支援策及び住民による自助・共助の

重要性、台風12号及び11号を含めた豪雨

被害に対する激甚災害指定の見込み、私

有地内の土砂撤去及び被災者のニーズに

、応じた居住環境の整備に対する公的支援

局地的な異常気象現象の観測・予報体制

の強化及び避難勧告の在り方、防災行政

無線の戸別受信機の整備促進の必要性、

土砂災害警戒情報を避難勧告発令の判断

基準とすることの明確化の必要性、土砂

災害警戒区域の指定までの間における住

民の防災意識向上施策、広島の災害派遣

（ ） 、精神医療チーム ＤＰＡＴ の活動状況

大規模災害発生時の国の被災自治体に対

する支援策、災害救助法に基づく全ての

被災者の住まいの確保に向けた取組など

の諸問題が取り上げられた。

第186回国会閉会後の 、平成26９月18日

年８月豪雨による被害状況等の実情調査

のため、広島県に委員派遣を行った。

、御嶽山噴火による被害状況10月10日

及びその対応について、山谷内閣府特命

担当大臣（防災担当大臣）から報告を聴

取した。

、質疑を行い、登山者に対す10月17日

る適切な火山情報伝達体制の整備、登山

者の避難等の観点から火山防災対策を見

直す必要性、御嶽山噴火による観光への

風評被害防止対策、自然との共生及び災

害からの自己防衛のための防災教育の推



進、多数の住民に避難勧告等が行われた

場合の避難実態についての認識、地域住

民が適切な避難行動を取れるようにする

ための実践的な訓練の必要性、広島土砂

災害の復旧の進捗状況及び二重ローン問

題への対応、火山観測体制の整備・強化

に向けた防災担当大臣の決意、土砂災害

警戒区域等の指定促進のための都道府県

への財政的・技術的支援の必要性、災害

医療における災害派遣医療チーム（ＤＭ

ＡＴ）の位置付けの明確化、南海トラフ

地震対策に取り組む自治体への財政的支

援の必要性、実態に即した土砂災害特別

警戒区域の指定基準の見直しなどの諸問

題が取り上げられた。

（２）委員会経過

○平成26年８月28日(木)（第186回国会閉会後

第１回）

理事の補欠選任を行った。

政府参考人の出席を求めることを決定した。

平成26年梅雨期からの大雨等による被害状況

及びその対応に関する件について古屋内閣府

特命担当大臣から報告を聴いた。

土砂災害防止法の在り方に関する件、国の被

災自治体への支援に関する件、避難勧告等の

運用改善に関する件、激甚災害の早期指定に

関する件、防災情報の伝達に関する件、局地

的豪雨の観測・予測体制の強化に関する件、

被災者の生活再建支援に関する件、避難所の

生活環境の改善に関する件等について古屋国

務大臣、西村内閣府副大臣、野上国土交通副

大臣、亀岡内閣府大臣政務官、土井国土交通

大臣政務官及び政府参考人に対し質疑を行っ

た。

〔質疑者〕

石井みどり君（自民 、高野光二郎君（自）

民 、森本真治君（民主 、吉川沙織君（民） ）

主 、谷合正明君（公明 、薬師寺みちよ） ）

君（みん 、室井邦彦君（維結 、仁比聡） ）

平君（共産）

○平成26年９月29日(月)（第１回）

特別委員長を選任した後、理事を選任した。

○平成26年10月10日(金)（第２回）

御嶽山噴火による被害状況及びその対応に関

する件について山谷内閣府特命担当大臣から

報告を聴いた。

派遣委員の報告は、これを会議録に掲載する

ことに決定した。

○平成26年10月17日(金)（第３回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

火山情報の伝達の在り方に関する件、御嶽山

噴火による風評被害対策に関する件、防災教

育の推進に関する件、広島土砂災害被災者へ

の住宅支援に関する件、災害の観測・予測体

制の強化に関する件、土砂災害防止法に基づ

く区域指定の促進に関する件、災害対策にお

ける医療の位置付けに関する件等について山

、 、谷内閣府特命担当大臣 丹羽文部科学副大臣

西村（康）内閣府副大臣、大塚国土交通大臣

政務官、うえの国土交通大臣政務官及び政府

参考人に対し質疑を行った。

〔質疑者〕

若林健太君（自民 、大野 正君（自民 、） ）

（ ）、 （ ）、大島九州男君 民主 森本真治君 民主

山本博司君（公明 、薬師寺みちよ君（み）

ん 、東徹君（維新 、仁比聡平君（共産）） ）

○平成26年11月７日(金)（第４回）

災害対策基本法の一部を改正する法律案（閣

について山谷内閣法第18号 （衆議院送付））

府特命担当大臣から趣旨説明を聴いた。

○平成26年11月12日(水)（第５回）

理事の補欠選任を行った。

政府参考人の出席を求めることを決定した。



災害対策基本法の一部を改正する法律案（閣

について山谷内閣法第18号 （衆議院送付））

府特命担当大臣、西村（康）内閣府副大臣、

松本内閣府大臣政務官及び政府参考人に対し

質疑を行った後、可決した。

〔質疑者〕

磯 仁彦君（自民 、羽生田俊君（自民 、） ）

野田国義君（民主 、山本博司君（公明 、） ）

薬師寺みちよ君（みん 、東徹君（維新 、） ）

仁比聡平君（共産）

（閣法第18号）

、 、 、 、 、賛成会派 自民 民主 公明 みん 維新

共産

反対会派 なし

なお、附帯決議を行った。

○平成26年11月20日(木)（第６回）

災害対策樹立に関する調査の継続調査につい

て決定した。

委員派遣については委員長に一任することに

決定した。

委員派遣

○平成26年９月18日（木）

平成26年８月豪雨による被害状況等の実情調

査

〔派遣地〕

広島県

〔派遣委員〕

（ ）、 （ ）、小坂憲次君 自民 牧山ひろえ君 民主

谷合正明君（公明 、薬師寺みちよ君（み）

ん 、仁比聡平君（共産））


